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名画の背景 北斎 と広重

小 山 満

は じめに

遊郭での遊興,役 者 の芝居見物,参 詣 を兼ねた物見遊 山。 これが江戸時代 の,と くに後期 の

人々にお ける最大 の楽 しみであった。江戸の美人画,役 者絵 そ して風景画 はこの ような背 景の

中で生 まれた。小林忠氏 は 「そ こでは誰 しもが,封 建 的な身分制度や,非 人間的 な道徳律 か ら

解 き放 たれ,思 うまま本然の情念や,美 意識 を追い求め るこ とが可 能であ った。」 と監修 した

『浮世絵の歴 史』 で指摘 している(1)。

この女性 の美 しさ,名 優 の立居振舞 い,日 本の 自然 の景観 は,じ つ は今 もって変わ らない,

我 々の美意識 における好対象である。時代的制約がある とはいえ,こ れ らを美 しい色彩 版画 で

仕上 げた数 々の名作 の人気が,今 日も続 く理由は ここにある と思 う。

ここで は,こ れ らの中で最 も代表 的な作 家の,葛 飾北斎 と歌川広 重 について述べ てみ よう。

作 品では名作 「富嶽三十六景」 と 「東海道五十三次」 に焦点 を当ててい く。

葛飾北斎

北斎の履歴 を調べ てみ ると,晩 年 を除 くとほぼ20年 ご との推移がみ られ る(2)。

1期 ……宝暦10年(1760)江 戸本所 割下水(墨 田区亀沢1丁 目北斎通 り)で 生 まれ る。本人 は6

歳 で筆 を持 った とい う。父 は川村 氏。のち御用鏡師 中島伊 勢の養子 と して育つ。 その

後,勝 川春章 に入門 し春朗名 でデビュー し20歳 まで。

1期 ……大人向け黄表紙作 品や洒落本,絵 暦,摺 物,を 手が け浮 き絵 の遠近法や司馬江漢 の洋

風 画な どを習 い,宗 理,可 候号 を用いた39歳 まで。

皿期……北斎号 を用 い始め,狂 歌本 「東遊」 を出 し,護 国寺で大達磨 を描 く。北斎45歳 の文化

元年(1804)に,一 世 を風靡 した喜多川歌麿が,錦 絵で大奥生 活 を課刺 した とqめ ら

れ入牢 し,2年 後 に54歳 で死去す るとい う事件が起 きる。 この頃,滝 沢馬琴 の読本 を

数多 く担 当す る。文化11年(1814)北 斎55歳 の時,絵 手本 「北斎 漫画」(初 編)で 自

信 を深め,そ の後60歳 まで。

IV期 ……為一 あるい は前北斎為一 の号 を用い,錦 絵 の傑作 「富嶽 三十六景」 天保2年(1831)

刊 や,絵 手本 「富嶽 百景」 を描いてい く80歳 まで。当時オ ランダ通商 で外 国の画材,

と くにベ ロ リン藍の輸入 で 「富嶽 三十六 景」 を完成 させ,世 間の注 目を浴 びる。広重

の 「東海道五十三次」 の刊行 はこの2年 後 である。

V期 ……肉筆画 を中心 に制作す る。信州の弟子高井鴻 山を再三たずね,嘉 永2年(1849)90歳

で死去 す るまで。 この間,天 保の改革 で輸 入物 と くにキ リシタ ン関係 の物品 の所 持

で,親 しか った柳亭種彦が拘引 され,そ の後拷問 を受けて死去 する。北斎 の作 品に奇

怪 さや毒 々 しさが現 れる点,さ らに高齢 での信州行 きは,こ れ と関係 がある と考察 さ
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れている(3>。墓所 は父親の墓のある浄土宗の誓教寺(浅 草)。

富嶽三十六景

1)意 表 をつ く斬新 さ

北斎の 「富嶽三十六景」 の三大傑

作 と よばれ る 「神 奈川 沖波 裏」 「山

下 白雨」 「凱風 快 晴」 の うち 「神 奈

川沖波裏」 の構 図(図1)は,前 景

の波 を思 い切 り大 き く描 き,視 点 を

低 く波 間に置 いて,遥 か彼 方の富士

を観 る遠 近法 が 取 り入 れ られ て い

る。 これ は初期 に学んだ西洋銅板画

の影響 に よる とい う指摘 があ る(4)。

またオラ ンダ経 由のべ ロ藍 で最大の

効果 を出 していることも西欧文化 の

摂取 を十分物語 ってい る。北斎 の絵

における意表 をつ く斬新 さは,こ の ような強 固な学

びの成 果が基礎 となって いる とい って いいで あ ろ

う。

2)実 景描 写

北斎 の 「富嶽三十六景」 にみ られ る富士山のフ ォ

ルムは,と くに山頂 を高 く引 き伸 ばす独特 のス タイ

ルのため,実 景 とは別 の もの とい う解釈 がな され て

いる(5)。 しか し 「この絵 は富士の形の,そ の所 に よ

りて異 なることを示す。 あるいは七里浜にて見 るか

た ち,ま た は佃 島 よ り眺 める景 など,す べ て一様 な

図1北 斎 神奈川沖波裏

鱒 鱒顯

図2田 代博 横浜市中区の富士見町から

の富士山

らざるを著 わす。」(6)と記 した広告が残 ってい るほか,富 嶽三十六景の下に副題が あ り,場 所 が

特定 され ることを考える と,い ずれ も実景描写が基本にある とみることがいい と思 う。

上記の三大傑作 で見 ると 「神奈 川

馨

轡
翠

冬

ー

顛燃

糠
図3北 斎
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凱風快晴

撫灘拳灘譲聾 欝

沖波裏」 は神奈川(横 浜)沖 か らの

富士 の眺め(図2)で あっていい と

思 われるが,残 る 「山下白雨」と 「凱

風快晴」 は地名 が記 されてい ないの

で どこか ら見 たか不 明 とされ る。確

かにそ うではあ るが,「 凱風快 晴」

(図3)は,絵 手本 「富嶽百景」 の

「快晴の富士」が ほぼ同一・の構 図で

描かれ,左 下に湖面 に小舟が幾槽 か

見 えるため,こ れを ヒン トに して山

中湖あた りとい う想定があ る(7)。近
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図4冬 の忍野の富士

い と思 われるが,ま った く湖が ない ことと,山

上の雪解 けの模様か らみて,さ らに東 寄 りの画

家や写真家 に人気の高い忍野あた りがふ さわ し

い と思 う(図4)。 「山 下 白雨」(図5)の 場 合

は,「 富士宮 か 白鳥山あた りか」(8)とい う。 三山

冠 の中央が高 くなるので可能性 はあ る。山梨 の

鳴沢 で も中央が高 くなるので類似性 はあ るが,

小 さな山並 み を左 裾野 に もつ 似姿 で は上 野 郷

(富士宮市)か らの景観が,最 も近 い ものであ

ろう(図6)。

3)日 蓮 信仰

北斎が 日蓮信仰 を もっていた とい う証拠 は,弟 子 の露木孔彰(為 一)が 描 き残 した 「北斎 翁

仮宅写生」(9)(図7)で,娘 の阿栄(応 為)と ともに制作 に励 む老人風の北斎の様子 が描 かれ,

部屋 の左 隅上に,箱 に入 った,手 に経巻 を持つ一・座像が見 えるこ とであ る。 この絵 を受 け取 っ

た飯 島虚心の 『葛飾北斎伝』 に,「 阿栄 の傍 らの柱 には蜜柑箱 を少 しく高 く釘づ け にな して 日

蓮の像 を安置せ り」(10)と記 しているこ とで裏付 け られる。

また北斎 の生 まれ た本所割下水 の近 くに 日蓮宗の法性寺妙見堂が あ り,本 尊北辰妙見菩薩 の

信 仰 を してい た とい う(11)。本 尊 の

妙見菩薩が陰陽五行説 と結びつ き北

斗七星 をさす ことか ら,号 に北斎 の

ほか,辰 政,戴 斗,雷 震 な どいずれ

も星 に関係 する号 を用い,終 生北斎

号 にこだわっているこ と。 また彼 の

生 まれ年が辰年 であるこ ともその理

由 となる。

そ して また北斎が富士 山を主題 と

して取 り上げたこ と。 これ も関係 が

あ りそうである。それ は 「富嶽 三十

六景」の後半に甲州道か らの富士 の

眺めをい くつか入れ,末 尾 に 「身延

晦 麟癖響講

図5北 斎 山下 白雨

響轡・.灘鞭撫灘____

図6
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川裏富士」 とあるが,こ れは本山身延 山久遠寺

へ の参詣 を示唆 して いるのではないか。 また絵

そ
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島野孝一 早苗田と富士 〈富士宮市白糸〉

郡名 な り,実 名 をば大 日蓮華 山 とい うな り」(12)

と 「産湯相承事」で述べて,自 身 と富士 山の関

係性 を明 らか に して いる。おそ ら く,富 士 を描

く北斎 の胸 中に もこの想 いが あ った ので あ ろ

う。
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歌川広重

広重の場合 は30代 以 降で,ほ ぼ10年 単

位の5期 に分け ることがで きる(13)。

1期 ……寛政9(1797)年,江 戸八代洲

河 岸(現 在の丸の内2丁 目,馬 場

先門手前明治生命あた り)に 定 火

消 同心安藤源右衛 門の長男 と し

て生 まれ る。13歳 の時,父 と母

を失 い家職 を継 ぐ。が,浮 世絵

師の志 を捨て切 れず,歌 川豊広 図7孔 彰 北斎翁仮宅写生 国立国会図書館蔵

に入 門 してのち15歳 まで。

II期 ……師匠豊広 よ り歌川広重 の画名 を与 えられ,役 者絵,狂 歌本,美 人画 などを手が ける。

家職 を子 に譲 り,浮 世絵師 の自覚 を深 めて後,師 匠が亡 くなる33歳 まで。

皿期 ……二代豊広襲名 を辞 退 し一幽斎,一 立斎 と名乗 り 「東都名所」 「東 海道五十三次」保永

堂版,天 保4～5(1833～1834)年 「近江八景」 「木 曽街道六十九次」 「京都名所」 な

ど,次 々 と名作 を生 む42歳 まで。

IV期 ……妻の死去後,後 妻 を迎 え 「狂歌東海道」 「行書東海道」 「隷書東海道」 など多種類 の東

海道物 を手が ける。 この間天保の改革があ り,出 版統制が強化 され,町 年寄 や名主 に

よる検 閲,訂 正が必要 となる。遊女,役 者絵 の一・枚物が禁止 され,彩 色 も7～8刷 り

以下に制 限され る。柳亭種彦が拘引 され,高 齢 の北斎が信州へ 向か うの はこの時か ら

である。広重54歳 まで。

V期 ……養女 を迎 え,藩 の依 頼で肉筆作 品の制作 が増える。 「江戸名所」「六十余州名所 図会」

などを経 て還暦 を迎 え剃髪 し 「名所江戸 百景」 を生 むが,安 政5年(1858)大 流行 し

た コレラに罹 り62歳 で死去す る。墓所 は曹 洞宗東岳寺(現 在浅草から足立区へ移転)。

東海道五十三次

1)本 歌 取 り

10年 ほ ど前,広 重 の東 海道五十三次 には元絵 があ った とい うシ ョッキ ング な出来事 が起 き

た。文政元年(1818)72歳 で亡 くなった司馬江漢の 『東海道五十三次画帖』 の出現がそれであ

る(14)。(この年広重22歳)全 体の順 路 は逆 であるが,た しか に2,3の 図 を除いて,テ ーマ ごと

ほ とん どこの画帖 の構 図 と人物の情景 を採 った とい ってい い と思 う。学界 での取 り上 げ方 は

クールで あるが,ま さしくこれが種 本 として使 われた とい うべ きであ ろう。

近代の陶芸の世界 で有名 な北大路魯 山人に本歌取 りとい う手法の作 品がある。収集 した古陶

磁 を学 びそれ を忠実 に写す方法で,古 代 の和歌の世界でい う本歌取 りと同 じとい うこ とで名づ

け られて いる(15)。一般 に絵画 では これ を模 写 といい,書 道 では臨書 とい う。学習方法 として

この ような方法が古 来存在す る。西洋で も模写 はあ るが,模 写 した本人の署名 がない場合 に贋

作 とい うことで物議 をか もす こ とにな る。今 日作家 の独 自性 を重視す る点で最 もホ ッ トなテー

マであ るが,広 重の場合,仕 上が りで全 く印象が異 なる点は江漢 の油絵 原図 をはるかに凌 ぎ,

む しろ見事で さえあ る。
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2)滑 稽 味

この保永 堂版 『東海道五 十三次』 の もう一つの特色 は,描 かれた人物 の滑稽味溢 れる仕草や表

情であ る。「日本橋」の大名行列 を急 いで避 ける魚屋,「 川崎」の船 中で煙草 をふかす乗客,「 神

奈川」 と 「御油」の客 引 き,な ど枚挙 にい とまが ない。

広重 の生 まれ た寛 政9年(1797),秋 里籠 島 の 『東 海道 名所 図会』が 出版 され,享 和2年

(1802)6歳 の時,十 返舎一九の 『東海道中膝栗毛』の刊行 が開始 され,こ の続編 を出 し続 け

てい る中で広重 は育 ってい く。広重の作 画の中に両者の影響 を見出す ことは容易 である。江戸

時代後半の庶民の楽 しみが,お 蔭参 りや名所見物 な どによる旅 に行 き着 いていた ことが この背

景 にある。 日常の封建 的な束縛 か ら解 き放たれて一時の 自由 を享受す る庶民 の喜 びが,お か し

さ(滑 稽さ)に 示 されてい ると思 われ る。今 日も一般家庭 の レジャーの トップが旅行 であ る と

報道 されているの は興 味深 いこ とであ る。

3)統 制 の有 無

保永堂版 「東海道五十三次」 の第1「 日本橋」で は異版(図8)が あ り,そ こに魚屋の左 に

異 国の人が描かれ ている(16)。江漢の 「東海道五十三次画帖』巻末が 「日本橋」(図9)で あ る

が,こ こに描かれ ている西 洋人 と同 じである。 じつ はこれは長崎 出 島の オ ラ ンダ商館 長一 行

で,か れ らの宿所が この 日本橋 のた もとにある長崎屋 であった とい う(17)。通常我 々が見 る 「日

本橋」 には,こ の異 国の人 は描か れていない(図10)。 なぜ こち らの図に変 わ ったのであ ろ う

か。

江漢 の 『東海道五十三次 画帖』巻頭 では 「京都御所」(図11)と 記 し,御 所 の前で公家 の通

過 を合掌正座 して拝す る庶民が描 かれてい る。

広重 の末尾 「京都」 はこれではな く 「東海道名

所 図会』 に描 く加茂川の南北逆 に流れ る三条大

橋 をその まま模 写 した もの であ る(図12)。 ま

た熱 田神宮の 「宮」で は,江 漢 は参拝す る公家

と熱 田神宮 を描 くが,広 重 は神 宮 を鳥居 で イ

メージさせ馬追い祭 を描 く。つ ま り,江 漢には

図9江 漢 日本橋

図8広 重 日本橋 保永堂版(異 版)

図10広 重 日本橋 保永堂版
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簗1鐸璽鷺
蟻 灘謙噸

図12広 重 京師 保永堂版

図11江 漢 京都御所 公家社 会 に対 す る想 い(尊 王思想〉があ り・広重 にはそ

れがないこ とがわか る。 したが って,二 人には思想上大

きな差異があ った ことをこれ らは示 している。

もう一つ,広 重 はその後30種 以上の 「東 海道五十三次」 を描 いてい くが,不 思議 にあの見事

な保永堂版 を越 える作 品は見 当た らない。これに次 ぐ作 品が,9年 後の天保13年(1842)の 「行

書東海道」 と,16年 後の嘉永2年(1849)の 「隷書東海道」 である。 この三者 を 「吉 田」の作

品で比較 してみ よう。

吉 田は今 の豊橋 で,も と松平氏7

万 石 の 城 下 町 で あ った。保 永 堂 版

(図13)は この城 を右 手に大 きく描

き豊川橋 を左手 に置 く。そ して城 を

修繕す る足場 と職人 を入れ,職 人の

一人が仕事 を放 り足場 に登 り橋 を遠

望す る。 これ は世間 を気 にせず屈託

な く楽 しむ光景であ る。 しか し行書

版(図14)で は,手 前 に橋 と欄干 を

描 き,前 方正面川の上 に城 を描 き,

そ して城 の奥 に 山,左 に人家 と帆

船,橋 の上 に武家 と商人4人 を添 え 図13広 重 吉田 保永堂版

戦 郁騨 身・潤fi°",ノ4

葛書

図14広 重 吉田 行書版 図15広 重 吉田 隷書版
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ているが,全 体 に面 白味 を感 じさせ ない平板 な風 景である。隷書版(図15)で は,右 上 方に石

垣 を描 き城 をイメー ジさせ,牛 頭天王 の武家装束 の祭 りを描 く。庶民 はゴザ を敷いて行儀 よ く

見物 している。が,こ れは寛政版 『東海道名所 図会』 の,全 くの模 写であ った。 したがって,

この三者の比較 で も後者 になるほ ど平板 で,あ りきた りな もの に な り,次 第 に 自由さが な く

なってい くように思われ る。広重が何か武家の支配に対 し距離 を置いてい く様 子 に見 えるが,

これはおそ ら く江戸幕府の庶民 に対す る統制が,天 保 の改革で一層厳 しくな り,彼 において幕

府権力 に対 する畏怖の念が しだいに増大 していったため とみ るべ きであ ろう。

結 び

一般 に北斎 と広重 は
,多 作 の故 にマ ンネリ化 に陥 り,そ のため以後優 れた作 品 を生 まなかっ

た とされているが,お そ ら くそれだけの理 由ではないであろう。時期 をほぼ同 じ くして生 まれ

た二人の傑作 「富嶽三十六景」や 「東海道五十三次」(保永堂版)で は,二 人が大 自然 と人 々の

描写 において極めて優 れた能力 を発揮 し,そ の実力 のあることを見事 に証明 した。 これはその

時点 において,自 由な表現 が許 されていた ことを示 しているといえ よう。が,そ の後 の二人 の

作 品に,傑 作が あま り生 まれていない とい うことか ら考 えると,二 人は封建制 身分社会 にお け

る上か らの抑圧で,そ の時 まで許 されていた 自由な表現が許 され な くな り,し だい に精神(思

想)の 自由を奪 われてい ったため とみなければな らない。 この眼 に見 え ない精神 の 自由の大切

さを,21世 紀 に生 きる我 々 もまた,十 分承知 してお く必要があ るであろ う。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

　　

ユ

ユ

　

　
　

　
　

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

北斎 「神奈川沖波裏」東京富士美術館(同 館絵葉書)

田代博 「横浜市中区の富士見町からの富士山」(『富士山』新潮社1985)

北斎 「凱風快晴」東京富士美術館(同 館絵葉書)

絵葉書 「冬の忍野の富士」

北斎 「山下白雨」東京富士美術館(同 館絵葉書)

島野孝一 「早苗田と富士」富士宮市 白糸(NHK写 真展絵葉書)

孔彰 「北斎翁仮宅写生」国立国会図書館(上 注11熊 本著)

広重 「日本橋」異版 豊橋市二川宿本陣資料館(豊 橋市美術博物館 『歴史の道東海道展」図録2001)

江漢 「日本橋」(司 馬江漢 『東海道五十三次画帖』ワイズ出版1996)

広重 「日本橋」東海銀行(富 士美術館 『広重の旅展』図録1979)

江漢 「京都御所」(上 図9に 同じ)

広重 「京師」保永堂版 東京富士美術館(同 館絵葉書)

広重 「吉田」保永堂版(上 図10に 同じ)

広重 「吉田」行書版(上 図10に 同じ)

広重 「吉田」隷書版(上 図10に 同じ)

付

本稿 は2001年8月25日 に創価大学で行われた,第29回 夏季大学講座の講義 内容をまとめたものである。

注

(1)'小 林忠ほか 『浮世絵の歴史』美術出版社1998
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名画の背景一 北斎と広重一

(2)平 木浮世絵美術館 『北斎 と広重』平木浮世絵財団2001

(3)荒 井勉 『新訳北斎伝』信濃毎 日新聞社1998

(4)近 藤市太郎 『北斎富嶽三十六景』平凡社1960

(5)同 上4,永 田生慈 『葛飾北斎』吉川弘文館2000

(6)柳 亭種彦 『正本製』1831,同 上5

(7)同 上4

(8)同 上4

(9)菊 地貞夫 『北斎』至文堂1972

(ユ0)飯 島虚心 『葛飾北斎伝』(初 版1893)岩 波文庫1999

(11)斎 藤月零 『増補浮世絵類考』(初 版1889)岩 波文庫1941,同 上10,熊 本高工 『巨星葛飾北斎』 日本

文教出版1999,諏 訪春雄 『北斎 の謎を解 く』吉川弘文館2001

(ユ2>『日蓮大聖人御書全集』創価学会1953,松 岡祐治 『富士 と日蓮大聖人』暁洲舎1987

(13)近 藤市太郎 『広重東海道五十三次』平凡社1960

(14)対 中如雲監修 ・司馬江漢 『東海道五十三次画帖』ワイズ出版1996

(15)『 魯山人の愉 しみ』講談社1979

(16)内 田実 『広重』岩波書店1930,豊 橋市美術博物館 ・中日新聞社 『歴史の道東海道展』カタログ2001

(17)同 上14
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TheBackgroundofHokusaiandHiroshige'sIVIasterpieces

TheBackgroundofHokusaiandHiroshige'sMasterpieces

MitsuruKOYAMA

ThispaperisaboutthebackgroundoftheFugakuSanjurokkei(Thirty-sixScenesofMountFuji)

byKatsushikaHokusaiandtheTokaidoGojusantsugi{Fifty-threeStationsoftheTokaidoHighway)

byUtagawaHiroshige.

The90yearsofHokusai'slifecanbedividedintofiveperiods,fourperiodsof20yearsfollowed

bythelast10years.

Hisbestwork,Thirty-sixScenesげ ルfountFuji,ischaracterizedbythefbllowingthreepoints:

1)Newideasresultinginnewtechniques

2)Representationofrealscenes

3)BeliefinNichirenBuddhism

Wecanalsodividethe62yearsofHiroshige'slifeinfiveperiods.Firsttwoperiodsbeforehe

reachedtheageof30,thenthreemoreperiods.

Hiroshige'sbestwork,Fifty-threeStationsoftheTokaidoHighway,canbecharacterizedbythe

followingthreepoints

1)Itisbasedonrealscenes

2)Thebehaviorofpeopleisrepresentedwithalotofhumor

3)Theartistexpresseshisideasfreeofinterferencefromthegovernment

Thetwomasterpiecesmentionedabovewereerectedduringthesameperiod.HokusaiandHiro-

shigetriedtoproduceevenbetterart.buttheywereunabletodoso.Thereasonisthatthepressure

fromthegovernment(EdoBakufu)wassostrongthattheycouldnotcreatefinerworksthanthese

two.
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